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図形の証明
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平行線と角①

ズハリ対頂角,同位角,錯角の位置関係を
、知ろう。 P2 ・ 3

② Z回1 ①ιιEi]
④と回③ι■

解説①向かいあっている角が対頂角であ

る。とαととC,とe ととg,とjと

とhも対頂角である。

②同じ位置関係にある角が同位角で

ある。

(左上)(右上X左上)(右上)
ehad

jgbc

(左下)(右下)(左下)(右下)

上の図のように,それぞれ4つの

角を右上,右下,左上,左下と表す

と,右上どうし(とd ととh),右下ど

うし(とC ととg),左上どうし(とα

別冊

答え
と

解説

j

＼

＼

①対頂角

③錯角

解説①とb ととd,とe ととg,とjととh

も対頂角である。

②とαととe,とb ととj とC ととg
も同位角である。

③とbととhも錯角である。

1 _

ととe),左下どうし(とbとと刀が 1 対頂角は等しく,平行線の同位角,
同じ位署関係にあるといえる。つま1 錯角は等しいO P4'5
り,これらが同位角である

3 2直線の内側のたがいちがいにあ

る角が錯角である。とCととeも錯

角である。

4 対頂角が等しい角である。

したがって,とα=とC,

とb=とd,とj=とhでもある。

②同位角

ノ

①錯角

③対頂角

解説①とCととeも錯角である。

②とαとZe.とb ととj とd ととh

も同位角である。

③とαととC,とb ととd,とe ととg

も対頂角である。

②同位角

平行線と角 2

①ι影=乏【Σ]②ιω=優可]
③ιω=塵51]
解説①対頂角は等しい。

②平行な2直線に1つの直線が交わ

るとき,同位角は等しい。

③平行な2直線に1つの直線が交わ

るとき,錯角は等しい。



解説①

ιω=120゜

ιω=105゜

②とω=75゜

40゜

20゜

とω=180゜ー(20゜+40゜)

=180 -60

=120

ω

2

40゜

ι

①解説

ιω=100゜

ι影=35゜

C

?11

とω=180゜-105゜

=75

105゜

③

②ιω=50゜

105

ω

C

"2

80゜

ω

と影=180 -80

=100

?π

60゜

60゜

45゜

2

とω=60゜+45゜

=105゜

ぞ

平行線になる条件

ズバリ同位角,錯角が等しければ,
3 は平行。

① d同,回ガ團
②ιω=Z同,と回=と回
解説①同位角(75゜の角)が等しいので,

αがC

錯角(70゜の角)が等しいので,

bガd

2 αグCより,同位角は等しいので

とω=と2

45゜

ν

?π

20゜

とω=20゜+30゜

=50

③

30

2直線
P6 ・フ

100゜。
ω 45゜

100゜

Zω=180゜ー(100゜+45 )

=180 -145゜

=35゜

70゜ 75゜ 2

ν
70゜ U

d

上の図のように, bガd より,とV
の同位角ととUが対頂角で等しいの

で,とV=とU

①αガC, bがd

②と影=と之,ιg=とU

① 45゜の右どなりの負は,

180゜-45゜=135゜になるので,錯角

が等しいから,αがC

同位角(40゜の角)が等しいので,

bがd

α
75゜

2

b
c
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②αがC より,同位角は等しいので,

とω一と2

bガd より,同位角は等しいので,

とν=とU

①αガd, bがC

② Z影=Z覗,とV=と之

解説① 60゜の右どなりの角は,

180゜-60゜=120゜になるので,錯角

が等しいから,α,d

125゜の左どなりの角は,

180゜-125゜=55゜になるので,同位

角が等しいから, bガC

2 αガd より,同位角は等しいので,

とω=と覗

bガC より,錯角は等しいので,

とV=と2

三角形の内角と外角

三角形の内角の和は180゜,外角はそのとな
'りにない2つの内角の和に等しい。P8・9

③

=138゜

とω=99゜-36゜

=63゜

①と影=29゜

③'ιω=50゜

解説①とω=180゜ー(26゜+125゜)

=180゜-151゜

=29

2 とω=66+37゜

=103

3 とω=135 -85

=50

①ιω=匝0ヨ②ιω=Π蚕亘ヨ
③と工=雁蚕ヨ
解説①とω=180゜ー(50゜+90゜)

=180゜-140゜

=40゜

②とω=23゜+115゜

②ιω=103゜

I n角形の内角の和は180゜X(n-2)!
I PI0.11

①とω=135゜②ιω=41゜

③ιω=13゜

解説①とω=71+64゜

=135゜

②三角形の内角と外角の関係から,

20゜十ω=35゜+26゜

ω=35゜+26゜-20゜

ω=41゜

@とω=180゜ー(24゜+143゜)

=180゜-167゜

=13゜

多角形の内角の和

①内角の和 1080゜

1つの内角 135゜

②乙ω=70゜

解説①内角の和は,180゜X(8-2)で求め

る。

正八角形の内角の大きさは,すべ

て等しいので,八角形の内角の和を

8でわる。

2 まず,五角形の内角の和を求めて

から,とωのとなりの内角を求める。

180゜×3=540゜

540゜ー(80゜+140゜+90゜+120゜)

=110゜

180゜-110゜=70゜

①六角形は, 1つの頂点からひいた

対角線によって,團個の三角形に分
けられる。

したがって,六角形の内角の和は,

巨亘亘ヨ180゜X團=乏亘亘ヨ
②七角形の内角の和は,

180゜X同=夏亘亘ヨ
厘亘亘ヨー(12σ+100゜+150゜+175
+130゜+120゜)=1^ Zω=巨匝亘ヨ



①ιω=37゜

②六角形

解説①六角形の内角の和を求めてから,

とωのとなりの内角を求める。

180゜×4=720゜

720゜ー(130゜+100゜+120゜+127゜

十190゜)=143゜ 80゜の角のとなりの内角
180゜-143゜=37゜

② 180゜ X (冗一2)=720

π一2=4

π=6

@錦脚怜卯鄭0゜,,.,.●詩器建轟詠,幾
多角形の外角の和

① 360゜

②多角形の外角の和は360゜だから,

塵亘亘ヨー(80゜+70゜+70゜+60゜)
ιω=塵亘ヨ=塵亘ヨ

角形の8つの外角は,すべて等しい

ので,外角の和を8でわって求める。

② 360゜ー(110゜+55゜+120゜)=75゜
600の角のとなりの外角一1

①ι影=100゜

②正二十角形

解説② 18゜Xπ=360゜

π=20

多角形の名称は,漢字で書く。正

20角形と書かないように,注意しよ

説外角の和とは,各頂点で1つずつとっ

た外角の和のことであり,多角形の外角

の和は360゜になる。

①外角の和 360゜

1つの外角 45゜

②ιω=75゜

解説①八角形の外角の和は360゜で.正八

つ0

合同な図形の性質

③ιF=1 15゜

説

A G

3Cm
70゜ 55゜ 70゜ 55゜
B CH E
9Cm

解説

頂点H

とG

B H

D

2 辺EHに対応する辺は,辺CBだ

から 9Cm

3 ZFに対応する角は,とD

よって,

360゜ー(120゜十70゜+55゜)

=360゜-245゜

=H5゜

GC D

一方が裏返しになっているので,

する頂点に気をつける。

四角形ABCD三四角形EHGFである。

A

②辺EF

F

四角形ABCD三四角形G1琵F

9Cm

E

四角形ABCD三四角形HGFE

5Cm

ιE=50゜

解説

F

対応

6Cm

B 95゜

5Cm 125

C

4

A

2 辺FGに対応する辺は,辺CBだ

から 5Cm

3 ZEに対応する角は,とD

よって,

360゜ー(90゜+95゜+125゜)

=360゜-310゜

G

125゜

H

D F E

①
②
③①

③

①
②



三角形の合同条件

三角形の合同条件を完ぺキにおぼえ
P16・17よう。

①△区亘到三△匝D回
3組の辺が.それぞれ等しい。

②△[入亘到=△匝亘(刃
1組の辺とその両端の角が,それ

ぞれ等しい。

③△[亙亙亘=△[入亘j刃
2組の辺とその問の角が,それぞ

れ等しい。

解説①綿=AD, BC=DC, ACは共通

だから, AC=AC

② BC=EC,とB=とE.対頂角だか

ら, ZACB=とDCE

③ AC=AB十BC

=AF十FE

=AE

だから, AC=AE,

AF=AB,

とAは共通だから,とA=とA

なお,三角形の合同条件は,

3辺がそれぞれ等しい。

2辺とその間の角がそれぞれ等しい。

1辺とその両端の角がそれぞれ等しい。

=50゜

阪定

「ならば」のあ1 「ならぱ」の前が仮定,
P18・19!.とが結論。

というように表現することもある。

仮定と結論

歴調

①仮定:△ABC=△DEF

結論:[区入一Z回
②仮定:ωが8の倍数

結論:影は2の倍数

③仮定:正三角形である。

結論:3つの角は等しい。

^③「正三角形ならば,3つの角は等し

い。」と,書きかえるとわかりゃすい。

結論

結論

③仮定:2直線が平行である。

結論:錯角は等しい。

解説②「3辺が等しい三角形ならぱ,正

三角形である。」と,書きかえるとわ

かりゃすい。

結調

1 仮定:ι」_nl,ι」.n

2 仮定:△ABCで, ZA+とB=90゜

結論:△ABCは直角三角形である。

③仮定:合同な図形である。

結論:面積は等しい。

解説③「合同な図形ならぱ,面積は等し

い」と,書きかえるとわかりゃすい

1 証明は,根拠となることがらに注意
、して,すじ道をまとめる! P20・21

証明のしくみ

ABCと△BADで,

仮定より,

AC=BD・・①

①仮定

②仮定

αく0, bく0

ab>0

3辺が等しい三角形である。

正三角形である。

5

BC=AD・・②

また, ABは共通だから,

AB=BA-・③

①,②,③から,

厄1適ゐ迹が,それぞれ等しいので,

△ABC三△BAD

合同な図形では,対応する角の大きさ
は等しいので,

解説あることがらが成り立っことを,すじ

道を立てて明らかにすることを証明とい

う。証明では,仮定から結論を導くため

に,すでに正しいと豆忍められていること

がらを根拠として使う。

したがって'根拠となることがらは,

ιC=ιD



きちんとおぼえ,証明をするときに使え

るようにしておかないといけない。

この問題での根拠となることがらは,

三角形の合同条件と合同な図形の性質で

ある。

証明の進め方 1

証明のポイント・一仮定と結論をはっ
きりさせる! P22・23

-1

証明の進め方 3

証明のボイント・一合同条件を示し,
整理して書けば証明は完成!P26・27A B

仮定: AC=1亘回 1結論:ιC=区回
BC=区回

解説「ならば」の前が仮定で,「ならぱ」のあ

とが結論になる。

証明をするときに,仮定は根拠,結論

は証明するそのものになる。

D

証明の進め方 2

ズバリ証明のポイント・一証明する三角形を示
、2 し,等しい辺や角を見っける! P24・25

-2

C

D

△ABCと△直入i刃

解説とC,とD をふくむ三角形をとりあげる。

また, ABは共

通だから,

AB=屡1刃・・・③

①,②,③から,3組の辺が,そ

れぞれ等しいので,

△ABCヨ△BAD

暦同な図形では,厨応ずる1角の大
きさは等しいので,

とC=[ζ回
解説証明は,書き方の手順に慣れることが

重要である。最終的には,仮定から結論

を導く証明のすべてを,自分1人で書く

ことになるので,本書を解き進めながら,

証明の書き方をしっかり身につけよう。

仮定より, AC=BD-・①-3

BC=AD・・・②

また, ABは共通だから,

AB=BA・・③

①,②,③から,「吾1而辺]が,それ

ぞれ等しいので,△ABCヨ△屡入回

〔証明〕

△ABC と△BADで,

仮定より, AC=BD・・①

BC=AD・一②

また, ABは共通だから.

AB=BA・・・③

6

三角形の合同の証明 1

3組の辺が,それぞれ等しければ,
' 2つの三角形は合同。 P28・29

①仮定巨互にで祠

厄で三D入'1

② △ABDと△CDB

回

回 ⑧

③匝は共通だから,「豆D三D豆、1
④①,②,③から,

B

A

C

,
ム



[蚕1旦φ辺1が,それぞれ等しい0
⑤結論△ABD三△CDB

解説「共通」ということぱは,証明でよく使

うのでおぼえておこう。

ズバリ
、5

①

三角形の合同の証明 2

2組の辺とその問の角が,それぞれ等し
ければ,2つの三角形は合同。 P30~33

仮定区亘三亘i引 A
匝亘一西

②△ACEと△BDE

AO=DO-・①

BO=CO・一②

また,対頂角は等しいから,

ιAOB=とDOC・一③

①,②,③から,2組の辺とその問の

角が,それぞれ等しいので,

△AB0ヨ△DCO

と同じように考えて証明していくこ

とになる

③ほii頁角]は等しいから,
ιAEC=ιBED

④①,②,③から,

「巨組そ万辺1とその問の角が,それぞ

れ等しい。

⑤結論△ACE三△BDE

解説 EはAB, CDの中点だから,2つの

三角形の対応する辺が等しくなることに

注目する。

△ABDと△ACEで,

仮定より,

AB=AC・・①

ιABD=ιACE・・②

また,ιAは共通だから,

ιA=ιA・一③

①,②,③から,1組の辺とその両端

の角が,それぞれ等しいので,

△AOCと△BO

圃

C
團回

③図は共通だから,^
④①,②,③から

阿1適め辺1とその両端の角がそれぞ

れ等しい。

⑤結論△AOC=△BOC

解説仮定から,2組の角が等しいことを毓

みとる。

B

E

D

解説

B

0

△ABC と△DCEで,

仮定より,

BC=CE・・・①

AB=DC-・②

ABガDCから,平行線の同位角は等し

いので,

とABC=ιDCE・一③

①,②,③から,2組の辺とその問の

角が,それぞれ等しいので,

△ABC=△DCE

解説図の中に平行線があるときは,錯角や

同位角が等しいことをよく使うので,お

ぼえておこう。

A

△AB0と△DC0で,

仮定より,

1 1組の辺とその両端の角が,それぞれ等
1 .しければ,2つの三角形は合同。P34~37

三角形の合同の証明 3

X

①仮定

②

ιAOC=ιBOC

ιACO=ιBCO

Y
C

ー
ー
ー
ー
ー
ー
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△ABDヨ△ACE

解説辺については,仮定に書いてあるだけ

なので,「1組の辺とその両端の角が,

それぞれ等しい。」という合同条件が使

えそうな予想ができる。

したがって,その両端の角に注目して

考える。

二等辺三角形の性質を利用した証明

二等辺三角形の性質を利用して証明
しよう。 P40 ・ 41

△EBC と△匝亙i刃
△EBC と△極)亘i引で,
仮定より,

とEBC=と1亘C亘1・一①
BD, CE は,それぞれιB,とCの

二等分線だから,

ιECB=と1亘亘到・一②

△ADE と△FCEで,

仮定より, ADグBCから,平行線の錯

角は等しいので,

とADE=とFCE・・①

EはCDの中点だから,

DE=CE・一②

また,対頂角は等しいから,

ιAED=ιFEC・一③

①,②,③から, 1組の辺とその両端

の角が,それぞれ等しいので,

△ADE王△FCE

説この問題でも,辺の長さの情報は1つ

(辺CDの中点)しかないので,その両端

の角に注目する。

③ιω=6亙
解説①△ABCは, AB=ACの二等辺三

角形だから,とB=ZC

したがって,とω=70゜

2 とω=(180゜-32゜)÷2

=148゜÷2

=74゜

3 とACB=180゜-117゜

=63゜

とω=180゜-63゜×2

=180゜-126゜

=54゜

二等辺三角形の性質

スバリニ等辺三角形の2つの底角は等しい。
、7 P38・39

1 ①と影=反0ヨ②とω=巨互ヨ

①とω=90゜②と影=68゜

③と影=62゜

解説①とω=180゜-45゜×2

=180゜-90゜

=90゜

このように,頂角

が90゜である二等辺

三角形を,直角二等 450 450

辺三角形という。

2 Cが?兇より,錯角は等しいので,

とABC=68゜

とABC=とACBだから,とω=68゜

3 とACB=180゜-121゜

=59゜

8

と影=180゜-59゜×2

=180゜-118゜

=62゜

①とω=30゜②ιω=80゜

③ιω=84゜

解説①とACB=180゜-105゜=75゜

とACB=とABC=75゜だから,

とω=105゜ーフ5 =30゜

@とABC= ACB=40゜だから,

とω=40 +40 =80

3 とABC=とACB=24だから

とCAD=24゜+24゜=48゜

とω=180゜-48゜×2

=180゜-96゜

=84゜

ズバリ
1 、8

①

②
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また, BCは巨ξ通だから,
BC=k画一・③
①,②,③から,ri組の辺]と 1
その両端の角{,それぞれ等しいので,

△EBC=△丘)C画
合同な図形では,厨応ずる'1辺の長 1
さは等しいので,

BE=匝回
1) BE と CD をふくむ三角形をとりあ 1

げるので,△EBC と△DCBになる。

(2)仮定から,2組の角が等しいこと

を読みとる

解説

二等辺三角形になることの証明

ズハリ 2つの辺か,2つの角が等しい三角
、9形は二等辺三角形。 P42~貼

①△ABCと△匝亘團
②△ABCと△匝C画で,
仮定より.

AB=1D回・一①
AC=巨)i引・・②
また, BCは匡ξ邇だから,
BC=ki團一・③
①,②,③から,^が,そ 1
れぞれ等しいので,

△ABCヨ△匡)C團
合同な図形では,1^角の大 1

きさは等しいので,

'ιACB='ι匡)亘(目
つまり,

ιECB='ι厘亘回
したがって,△EBCは厄アラゐ角]が

等しいので,二等辺三角形である。

Q)△EBCが二等辺三角形であるこ

とを証明するためには, EB=EC

かとEBC=とECBを示すことに

なる。

たとえば, EB と EC をふくむ,

△ABE と△DCEを考えてみる。

仮定から, AB=DC

対頂角は等しいから,

とAEB=とDEC

これ以上は見つからないので,

EB=EC を示すことはできない。

したがって,△ABC と△DCB を

とりあげ,とEBC=とECB を示す。

(2)仮定から,2組の辺が等しいこと

を読みとる

解説

また, BCは共通だから,

BC=CB・・③

①,②,③から,3組の辺が,それ

ぞれ等しいので,

△DBC=△ECB

合同な図形では,対応する角の大き

さは等しいので,

ιDBC=ιECB

つまり,ιABC=ιACB

したがって,△ABCは2つの角が

等しいので,二等辺三角形である。

①△ABCが二等辺三角形であるこ

とを証明するためには, AB=AC

か,とABC=とACB を示すことに

なる。

たとえば, AB と AC をふくむ,

△ABEと△ACD を考えてみる。

仮定から, EB=DC

とAは共通だから,とA=とA

これ以上は見つからないので,

AB=ACを示すことはできない。

したがって,△DBC と△ECB を

とりあげ,とABC=とACB を示す。

また,もう 1つの考えとして,証

明をする際に仮定にあたることがら

は,かならず利用する。

ここでは, DB=EC, DC=EBが

解説

△DBCと△ECB

△DBCと△ECBで,

仮定より,

DB=EC・・①

DC=EB・・・②

9

】
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仮定にあたる。

よって,これらの辺をふくむ三角

形が使われると考えれば,とりあげ

る三角形が,△DBC と△ECBだと

わかる。

(2)仮定から.2組の辺が等しいこと

を読みとる。

△DBCと△ECBで,

仮定より,

△ABCは, AB=ACの二等辺三角形で,

D, E はAB, ACの中点だから,

DB=EC-・①

二等辺三角形の底角は等しいから,

とDBC=とECB-・②

また, BCは共通だから,

BC=CB・一③

①,②,③から,2組の辺とその問の

角が,それぞれ等しいので,

△DBC三△ECB

合同な図形では,対応する角の大きさは

等しいので, ZDCB=とEBC

つまり,とFCB=とFBC

したがって,△FBCは2つの角が等し

いので,二等辺三角形である。

解説△FBCが二等辺三角形であることを

証明するためには, FB=FCか,

とFBC=とFCB を示すことになる。

たとえぱ, FB と FC をふくむ,△FBD

と△FCE を考えてみる。

仮定から, DB=EC

対頂角は等しいから,とDFB=とEFC

これ以上は見つからないので,

fB=FC は示せない。

したがって,△DBC と△ECB をとり

あげ,とFBC=とFCB を示す。

ズハリ
20

①

②

正三角形の性質を利用した証明

正三角形の性質を利用して証明しよ
う。 P46・47

△BDAと△匝亘国
△BDAと△匝亘亙で,
△ABCと△ADEが正三角形だから,

AB=1入到・・・①
AD=1入亘1・一②
また,ιBAC=ZDAE=雁回゜
ιBAD=厘回゜一ιDAC
ZCAE=厘回゜ーとDAC

よつて,

とBAD=ιki入!司一・③
①,②,③から,2組の辺と

その問の角が,それぞれ等しいので,

△BDA=△ki亘亙
合同な図形では,厨応ずる]辺の長

10

直角三角形の合同条件

直角三角形の合同条件をおぼえよ
う! P48 ・ 49

さは等しいので,

BD=匝亘
a) BD と CE をふくむ三角形をとりあ

げるので,△BDA と△CEAになる。

②△ABC,△ADEが正三角形だか

ら,3つの辺と3つの角がそれぞれ

等しいことに注目する。

2組の辺が等しいことは,すぐに

見つかると思われる。

この問題のポイントは,その2組

の辺の間の角が等しいことを示すこ

とにある。

とBAD=60゜ーとDAC

ZCAE=60゜ーとDAC

このように,同じ式で表して,等

しい関係を示す。

証明問題で.よく使われる方法だ

から,表し方をおぼえよう。

解説

①△唖回三△腰西
斜辺と他の1辺が,それぞれ等しい。

②△区亘回三△区D到
斜辺と1つの鋭角が,それぞれ等しい。

解説①△ABD と△CDBで,

ー
ー
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とBAD=七DCB=90゜

BD=DB(斜辺)

AB=CD(他の 1辺)

②△ABCと△ADCで,

とABC=とADC=90゜

AC=AC絵斗辺)

とBAC=とDAC(1つの鋭角)

直角三角形の合同条件には,かならず

「斜辺」ということぱ'がはいる。三角形の

合同条件ときちんと区別しておこう。

〆1田直角三角形の合同を利用して証明し
?2よう。 P50~531

直角三角形の合同条件を利用した証明

①△BEC=△匝亘画
②△BECと△匝D團で,
仮定より,

ιBEC=ι匝亘團=厘回゜・一①
BCは巨ξ通だから,
BC=CB-・②

△ABCは二等辺三角形だから,

ιEBC=ι匝亘團一・③
①,②,③から,直角三角形の

斗辺と 1つの鋭角が,それぞれ等し

いので,

△BEC三△ki亘j引
合同な図形では.1^辺の長 1

さは等しいので,

BE=匝j回
① BE と CD をふくむ三角形をとりあ

げるので,△BEC と△CDBになる。

②直角三角形の合同を証明するとき

は,かならず,下の2つの点を示す。

とBEC=とCDB=90゜・一直角

BC=CB一除斗辺

つまり,「直角がある」,除斗辺が

等しい」ということである。

あとは他の 1辺,あるいは,1つ

の鋭角が等しいかどうかを調べるこ

とになる。

解説

△EBDと△FCDで,

仮定より,

ZDEB=とDFC=90゜・一①

DはBCの中点だから,

BD=CD-・②

△ABCはAB=ACの二等辺三角形だか

ら,

△ABP三△A11Q

ιEBD=とFCD・・③

①,②,③から,直角三角形の斜辺と 1

つの鋭角が,それぞれ等しいので,

△EBD=△FCD

合同な図形では,対応する辺の長さは等

しいので,

BE=CF

解説 BE と CFをふくむ三角形をとりあげ

①△ABPと△AHQ

②△ABPと△AHQで,

仮定より,

ιABP=とA11Q=90゜・・①

AP=AQ・・②

また.

ιBAP=90゜一ιPAⅡ

と11AQ=90゜一ιPAH

よつて,

とBAP=とHAQ・一③

①,②.③から,直角三角形の斜辺

と 1つの鋭角が,それぞれ等しいので,

合同な図形では,対応する辺の長さ

は等しいので,

PB=QH

1) PB と QH をふくむ三角形をとりあ

げるので,△ABP と△A11Qになる。

②直角と斜辺は,すぐに見つけられ

ると思、うが,もう 1つの要素が辺に

なるのか.鋭角になるのかを考える。

とPAH をふくんで,とBAH と

とPAQが90゜になっていることに気

解説

0

、
つこづ



るので,△EBD と△FCD になる。

△ABCが二等辺三角形だから,底角

が等しいことを利用する。

平行四辺形の性質

平行四辺形の性質を利用して求めよ
P54 ・ 55つ0

① AD●西10m cD:1回om
②ιA●西゜とB:匝]亘]゜
③ AO:⑥om DO:同om
解説①平行四辺形の2組の向かいあう辺

は,それぞれ等しいから,

AD=BC=15Cm

CD=BA=12Cm

2 平行四辺形の2組の向かいあう角

は,それぞれ等しいから,

とA=とC=65゜

とB=とD=115゜

3 平行四辺形の対角線は,それぞれ

の中点で交わるから,

AO=CO=6Cm

DO=BO=5Cm

同

位角が等しいので, GHガBCガAD

とDHI=とEIG=100゜より,同位

角が等しいので, DCガEFがAB

よって,

ED=10-4

=6(cm)

GB=フ-3

=4(cm)

2 右の図のよう 平行四辺形では,

となりどうし D
0

の角をたすと,

180゜になる。

したがって,
B C

平行四辺形で

は,1つの内角の大きさがわかれば,

残りの内角も求められる。

この問題では,下のようになる。

とB=とD=130゜

とC=180゜-130゜

=50゜

3 0 はAC, DBの中点になる。

よって,

AO=16÷2

=8(cm)

DB=6×2

=12(cm)

① ED :6Cm GB :4Cm

②ιB :130゜ ιC :50゜

③ AO :8Cm DB :12Cm

①とDHI=とHCF=100゜より,

①とCAD :40゜とACB :40゜

② EC :8Cm AE :2Cm

③とACB :30゜とBAC :35゜

解説①とD=とB=70゜

△ACD で,内角の和は180゜だか

ら,

ZCAD=180゜ー(70゜十70゜)

=180゜-140゜

=40゜

ADがBC より,錯角は等しいから,

とACB=とCAD=40゜

これまでに勉強してきた,三角形

の内角の和や,平行線の性質を利用

して求める。

2 とB=180゜-120゜

=60゜

とBCD=とA=120゜だから,

とBCE=120゜-60゜

=60゜

△EBC で,とB=とBCE=60゜だ

から,

とBEC=180゜ー(60゜+60 )

=180゜-120゜

=60゜

つまり,△EBC は正三角形である。

したがって,

EC=BC=AD=8Cm

0

3
 
1

に
A



また, EB=8Cm だから,

AE=10-8

=2(cm)

3 ADがBC より,錯角は等しいから,

とACB=とCAD=30゜

△ABCで,内角の和は180゜だから,

とBAC=180゜ー(115゜+30゜)

=180゜-145゜

=35゜

図形の問題は,図形の性質をおぼ

えていないと解けないので,図形の

基本性質は,かならずおぼえてしま

おう。

平行四辺形の性質を利用した証明

ス1田平行四辺形の性質を利用して証明し
24よう。 P56・57

①△AE0と△匝亘回
②△AE0と△匝亘回で,
平行四辺形の対角線は,それぞれの

中点で交わるから,

AO=1蚕亟1・・①
巨すi頁角11は等しいから,
ιAOE=ι1亙亟回・一②
ABがDCで.^は等しいから,
とOAE=ι1^到・一③
①,②,③から,匝題の辺]と

その両端の角{,それぞれ等しいので,

△AEO=△匝亘回
合同な図形では,厨応ずる1辺の長

さは等しいので,

AE=匝回
1) AE と CF をふくむ三角形をとりあ

げるので,△AE0 と△CF0になる。

②この問題では,「平行四辺形の対

角線は.それぞれの中点で交わる」

という平行四辺形の性質を利用して

証明する。

証明問題で平行四辺形がでてきた

ときには,平行四辺形の性質(辺,角,

対角線について)をすぐに使えるよ

うにしておくこと。

解説

C

13

②

1 平行四辺形かどぅかは,平行四辺形 1 ①X ②0 ③0
になる条件で判断! P58'59 解説① A 左のような

A

平行四辺形になる条件

図形にもなる

ので,平行四
B D

辺形にならな

し、

①図
解説①

B

D 左の図のよ

うに,対角線

が,それぞれ

C の中点で交わ

る。

平行四辺形になる。

D 左の図のよ

0

③

したがって,

A

②◎
D

A

B

したがって,平行四辺形になる。

このように,それぞれ図をかいてみて,

平行四辺形になる条件にあてはまるかを

考える。また,①のように反例をあげて

みるのもよい。

③◎
左の図のように,

台形にもなる。

0

うに,2組の

向かうあう辺

が,それぞれ

平イテになる。
C

C



D 左の図のよう

に,2組の向か

いあう角が,そ

れぞれ等しくな
CB

る。

したがって,平行四辺形になる。

左の図のよう3

DA
に,とACB=

とCAD より

錯角が等しいの

で, AD ガ BCB C

となる

つまり,1組の向かいあう辺が,

等しくて平行となる。

したがって,平行四辺形になる。

③のように,図をかくことによって,

とACBととCADが錯角の位置にある

ことがよくわかる。図をかいて考えるこ

とのよさを理解してほしい。

②A

つまり,1組の向かいあう辺が,

等しくて平行となる。

したがって,平行四辺形になる。

D 左の図のように,3
A

四角形であれば,

4つの角の和はい

B C つも360゜となる。

したがって,平行四辺形にならない。

平行四辺形の定義をふくめて,平行四

辺形になる条件は,5つある。

2組の向かいあう辺が,それぞれ平行

である。(定義)

2組の向かいあう辺が,それぞれ等し

い。

2組の向かいあう角が,それぞれ等し

し、

対角線が,それぞれの中点で交わる。

1組の向かいあう辺が,等しくて平行

である。

平行四辺形の性質と重なる内容が多い

14

C

A

②0

D

等しくて平行であるので,四角形EBFD

は平行四辺形である。

解説平行四辺形であることを証明するには,

定義をふくめて5つの平行四辺形になる

条件にあてはまるかを考える。

この問題では, ADガBC より,

EDグBFはすぐに見つけられる。 1組の

向かいあう辺が平行であるから,平行四

③X

左の図のように,

台形にもなる。

四角形EBFDで,

ADガBCより,

EDガ巨1亘・・①
仮定より,

AE=匝回
平行四辺形の向かいあう辺だから,

AD=BC

ED=AD-^,
BF=BC一匝f]
よつて,

ED=^・一②

②A ので,それぞれきちんとおぼえよう。な

お,「向かいあう辺」を「対辺」,「向かい

あう角」を「対角」と表現することもある。
B

①X

解説①

D 左の図のように,

とB十とC=180゜

より,

とB=とBCE と

Eなる。平行四辺形であることの証明

錯角が等しいので,ABガDCと 1 平1子四辺形になる条件を利用して証
1.明しよう。 P60~63

なる。

①,②より, 1組の向かいあう辺が,



辺形になる条件としては,

2組の向かいあう辺が,それぞれ平行

である。

1組の向かいあう辺が,等しくて平行

である。

この2つの条件にしぽられる。

したがって,あとはEBガDF になる

のか, ED=BFになるのかを調べれぱ

よい。

このように,平行四辺形であることの

証明問題では,何か1つ手がかり(ここ

では, EDガBF)が求められれぱ,どの

条件を使えばよいか,おのずとしぽられ

てくる

証明問題は,書き方の手順さえおさえ

てしまえぱ,思っているほどむずかしく

はないのである

15

口ABCDの対角線の交点を0とする。

平行四辺形の対角線は,それぞれの中点

で交わるので,

OA=OC・一①

OB=OD-・②

①とAE=CGから, OE=OG・・③

②とBF=D11から, OF=OH・・・④
③,④より,対角線がそれぞれの中点で

交わるから,四角形EFGHは平行四辺形で

ある。

ι7ABCDの対角線ACとBDの交点を0

とすると, OA=OC, OB=OD・・①

口AECFで,対角線EFはACの中点0

で交わるから, OE=OF・・・②

①,②より,対角線がそれぞれの中点で

交わるから,四角形BFDEは平行四辺形

である。
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